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〔第１学年〕
	１分野上
１単元　身近で起こる不思議な現象(光・音・力)
	〔配当学年〕１年

〔配当時間〕２６時間（ゆとり２時間）
〔配 当 月〕６～１０月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	体験してみよう！ 光による不思議な現象
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　単元扉の写真を使ったり，実際につくったりしながら，光によって生じる不思議な現象に興味をもたせる。
	

	１　光による不思議な現象
	１　なぜ鏡でものが見えるのか

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,2)　１枚鏡と２枚合わせ鏡で学習意欲を喚起する。次に，ものが見えるしくみを説明する。

 eq \o\ac(○,3)　光が鏡ではね返る道すじを予想させる。

実験１　光が鏡ではね返る道すじを調べよう

 eq \o\ac(○,4)　反射の法則を説明し，像が見えるしくみを理解させる。
	

	
	２　なぜコインが浮き上がるのか

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,5)　水中のコインが浮き上がって見える現象を示し，光が眼に届く道すじを予想させる。
実験２　空気と水などの境界での光の進み方を調べよう

 eq \o\ac(○,6)　実験２から何がわかるか考えさせた後，入射角と屈折角の関係を説明する。
 eq \o\ac(○,7)　水槽の下からのぞくとキンギョが２匹に見える現象を示し，光が眼に届く道すじを予想させる。実験２の「水→空気」の光の進み方を再確認し，何がわかるか考えさせた後，全反射の説明をする。
	

	
	３　なぜ虫眼鏡で見える像が変わるのか

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,8)　凸レンズによってどんな像が見えるかを調べる実験を演示した後，焦点と焦点距離を説明し，その現象を光の道すじを予想して考えさせる。
 eq \o\ac(○,9)　凸レンズによってできる像の位置や大きさを調べさせる。
実験３　凸レンズによってできる像を調べよう
 eq \o\ac(○,10)　実験３の結果を確認した後，物体と凸レンズの距離による像のでき方の違いを説明する。
	

	２　音による不思議な現象
	１　音の正体と伝わり方
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,11)　発泡ポリスチレンの小球が声によって飛びはねる現象を示し，音は物体の振動によって発生することを説明する。次に，空気が音を伝えることを調べる実験を演示し，音の伝わり方を説明する。
 eq \o\ac(○,12)　音の速さのはかり方を説明し，測定例をもとにして音の速さを説明する。
	

	
	２　なぜ音は大きくなったり，高くなったりするのか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,13)　楽器を弾くとき，音の大きさや高さをどのようにして変えているか思い出させる。
実験４　振動のしかたと音の関係を調べよう

実験から，振動と音の関係を考えさせる。
 eq \o\ac(○,14)　コンピュータやオシロスコープを使った音の観察を演示し，音は振幅が大きいほど大きく，振動数が多いほど高いことを確認する。
	


第１学年(平成２１～２３年度)　１分野上 １単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考


	３　力による不思議な現象
	１　力を受けると物体はどうなるか

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,15)　力は物体を変形させたり，支えたり，動きを変えたりすることを理解させる。

実習１　身のまわりの力をさがしてみよう

 eq \o\ac(○,16)　力には，重力やばねの力，磁石の力，抗力，まさつ力などがあることを説明する。
	

	
	ａ　力を表してみよう
<３時間>
	追加
	０→３
	「力とばねののび」，「重さと質量の違い」

 eq \o\ac(○,17)　力には大きい・小さいがあることに気づかせた後，力の大きさの単位（ニュートン）を導入する。
実験Ａ　力の大きさとばねののびとの関係を調べよう

 eq \o\ac(○,18)　測定値と誤差およびグラフのかき方を説明し，実験Ａの結果をグラフ化させる。グラフから，ばねののびは加えた力の大きさに比例することを見いださせる。

 eq \o\ac(○,19)　ばねはかりではかる量と上皿てんびんではかる量は別のものであることを指摘し，重さと質量の違いを理解させる。
	・教科書１上p.26のかわりに，補助教材を使用。

	
	（２　力を表してみよう）　<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,20)　力の三要素および物体にはたらく力の表し方を説明し，習得させる。
	・教科書１上p.27～28を使用。

	
	３　なぜ力がはたらいても物体が動かないことがあるのか
	省略
	２→０
	●　２つの力がつりあっているとき，どんな関係になっているのか予想し，調べさせる。

実験５　２力がつりあう条件を調べよう
●　２力がつりあう条件を説明し，まとめる。
	・第３学年１分野５単元へ移動。

・教科書１上p.29～30は省略。＊１

	
	４　なぜ紙コップの上にたてるのか

<５時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,21)　人が乗っても紙コップがつぶれない現象で学習意欲を喚起し，水を入れたペットボトルがスポンジを押すはたらきを調べる実験を演示して，力のはたらきが力のはたらく面積にも関係することに気づかせる。

 eq \o\ac(○,22)　圧力とその単位，計算式を説明し，計算ができるようにさせる。

 eq \o\ac(○,23)　空気をぬくとペットボトルがつぶれるのはなぜかを話し合わせ，大気圧(気圧)の存在に気づかせる。次に，空気に重さがあることを調べる実験を演示し，大気圧は空気の重さによって生じることを理解させる。
	

	
	
	追加
	０→２
	「水圧」，「浮力」

 eq \o\ac(○,24)　水に重さがあることから，大気圧との類推により，水圧の存在に気づかせる。そして，ゴム膜を張った筒を水に沈める実験を演示し，水圧は深い所ほど大きいこと，および，水圧はあらゆる向きにはたらくことを見いださせる。
 eq \o\ac(○,25)　ものが水に浮く日常経験を手がかりにして，ばねはかりにつるした物体をゆっくり水に沈めていくと，ばねはかりの示す値がどうなるか予想させる。

実験Ｂ　水が物体を浮かす力を調べよう

実験から，水中や水面にある物体には浮力がはたらくことを見いださせる。さらに，浮力が生じるわけを説明する。
	・教科書１上p.34に続けて，補助教材を使用。

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


＊１　教科書１上p.34「基本のチェック」の２，p.35「単元のまとめ」の３章「力による不思議な現象」の「２力のつりあい」も省略。
	１分野上

２単元　身のまわりの物質
	〔配当学年〕１年

〔配当時間〕２６時間（ゆとり２時間）

〔配 当 月〕１０～１月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	どのようにすれば物質を区別できるかな
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　身のまわりの物質を区別する方法を考えさせる。
	

	１　いろいろな物質とその性質
	１　磁石や乾電池で区別できるかな
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,2)　磁石につく物質，電気を通す物質を予想させる。

実験１　磁石や乾電池を用いて物質を区別しよう

金属と非金属について説明する。
	

	
	２　加熱したときの変化で区別できるかな
<３時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,3)　物質によって燃え方が違うことに気づかせる。ガスバーナーの使い方を身につけさせる。

 eq \o\ac(○,4)　ものを燃やすと何ができるか思い出させる。
実験２　炎の中に入れたときのようすで区別しよう

有機物と無機物について説明する。
	

	
	
	追加
	０→１
	「代表的なプラスチックの性質」

 eq \o\ac(○,5)　プラスチックが身近でたくさん使われていることに気づかせる。プラスチックの一般的な性質を説明するとともに，プラスチックの種類による性質の違いを調べる実験を演示する。
	・教科書１上p.46に続けて，補助教材を使用。

	
	ａ　てんびんで区別できるかな
<３時間>
	追加
	２→３
	「密度」

 eq \o\ac(○,6)　同じ体積で質量を比べると，物質によって質量が違うことに気づかせた後，密度について説明し，計算式を示す。
 eq \o\ac(○,7)　電子てんびん，上皿てんびんの使い方を身につけさせる。
実験Ａ　密度で物質を区別しよう
 eq \o\ac(○,8)　実験結果から密度を計算し，一覧表と比較して物質が何であるかを見分けさせる。
	・教科書１上p.47～48（３節「てんびんで区別できるかな」）のかわりに，補助教材を使用。＊１

	２　いろいろな気体とその性質
	１　空気にふくまれる気体とその性質をさぐってみよう

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,9)　スチールウールは酸素中で激しく燃えることに気づかせる。身のまわりの物質で気体を発生するものを紹介し，気体の性質と集め方の関連を説明する。
 eq \o\ac(○,10)　発生方法が違っても，同じ気体であれば同じ性質を示すか予想させる。

実験３　酸素や二酸化炭素をいろいろな方法で発生させてその性質を比べよう
発生方法に関係なく，酸素や二酸化炭素には固有の性質があることを見いださせる。
	

	
	２　そのほかの気体を区別しよう

<４時間>
	
	４
	 eq \o\ac(○,11)　水素を発生させ，集める実験を演示し，水素の発生方法･集め方･性質を説明する。アンモニアを発生させ，集める実験とアンモニアの噴水の実験を演示し，アンモニアの発生方法･集め方･性質を説明する。

 eq \o\ac(○,12)　これまでに学習した気体の性質を確認し，塩化水素と塩素の性質を説明する。気体の性質から気体を見分けることができるか話し合わせる。
 eq \o\ac(○,13)　実験計画を確認する。

実験４　発生した気体は何だろうか

実験結果から何がわかるか考えさせる。

 eq \o\ac(○,14)　実験４の気体の発生について補足説明する。最後に，気体の性質を調べることによって，気体を見分けることができることを理解させる。
	


第１学年(平成２１～２３年度)　１分野上 ２単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考


	３　物質の状態の変化
	１　物質のすがたはどのように変化するのか

<２時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,15)　状態変化の説明をする。状態変化では体積は変化するが，質量は変化しないことを説明する。
	

	
	
	追加
	０→１
	「状態変化の粒子モデルと粒子の運動」
 eq \o\ac(○,16)　物質は粒子の集まりであることを説明した後，固体・液体・気体で粒子の集まり方や運動の様子が違うことを説明する。
	・教科書１上p.59に続けて，補助教材を使用。

	
	２　状態変化と温度の関係を調べよう

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,17)　固体から液体に変化する間や沸騰する間は温度が一定であることを演示して気づかせ，融点・沸点を定義する。
 eq \o\ac(○,18)　融点・沸点は物質によって決まっていることを確認する。

実験５　融点や沸点をはかって，その物質が何であるか調べよう

実験結果から，物質が何であるかを決めさせる。
	

	
	３　混ざり合った物質を分ける

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,19)　純粋な物質と混合物について説明し，混合物は沸騰中や融解中も温度が変化することに気づかせる。

 eq \o\ac(○,20)　エタノールの確認方法を話し合わせる。

実験６　水とエタノールの混合物を加熱して，出てくる物質を調べよう

蒸留について説明する。
	


	４　水溶液の性質
	１　とけるとはどういうことなのか

<２時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,21)　硫酸銅が水にとけ，青色が広がっていく様子を演示し，溶質・溶媒・溶液について説明する。
	

	
	
	追加
	０→１
	「溶解の粒子モデル」，「質量パーセント濃度」

 eq \o\ac(○,22)　溶解は，溶質の粒子が溶媒の中に散らばっていく現象であることを説明する。その後，溶液の濃度を表すにはどうしたらよいか考えさせ，質量パーセント濃度を導入する。
	・教科書１上p.69に続けて，補助教材を使用。

	
	２　溶質をとり出してみよう

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,23)　溶媒にとける溶質の質量は，物質の種類や温度に関係することを思い出させる。溶液から溶質をとり出す方法を考えさせる。
 eq \o\ac(○,24)　水溶液から溶質をとり出す方法を確認する。
実験７　水溶液から出てきた物質を調べよう

実験結果から何がわかるか考えさせる。
 eq \o\ac(○,25)　実験７の結果を確認し，飽和・飽和水溶液･溶解度について説明する。次に，結晶と再結晶について説明した後，ミョウバンの大きな結晶をつくる実験を演示する。
	

	
	３　酸性やアルカリ性の水溶液を調べよう
	省略
	３→０
	●　酸性・アルカリ性を調べる方法を確認する。

●　酸やアルカリの水溶液の危険性を知らせる。

実験８　酸性やアルカリ性の水溶液の性質を調べよう

●　指示薬の色の変化を確認した後，酸とアルカリについて説明する。
	・第３学年１分野６単元へ移動。

・教科書１上p.74～82は省略。＊２

	
	４　酸とアルカリを混ぜるとどうなるのか

	省略
	３→０
	●　酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜるとどうなるかを考えさせる。

●　こまごめピペットの使い方を確認する。

実験９　アルカリの水溶液に酸の水溶液を混ぜ，何ができるか調べよう

実験結果から何がわかるか考えさせる。
●　中和と塩，中和と中性の違いを説明する。
	

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


＊１　教科書１上p.48「基本のチェック」の１～２は使用し，３は省略。
＊２　教科書１上p.82「基本のチェック」の６～７，p.83「単元のまとめ」の４章「水溶液の性質」の「中和」・「塩」，p.85「力だめし」の問題６，p.86全体も省略。

〔第２学年〕
	１分野上

３単元　電流とその利用
	〔配当学年〕２年

〔配当時間〕２９時間（ゆとり６時間）

〔配 当 月〕４～６月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	電気で遊ぼう
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　静電気による遊びや現象，モーターのつくり方について説明する。
	

	１　電気の正体
	１　電気を起こしてみよう
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,2)　まさつしたひもが広がる現象を演示し，静電気による力のはたらき方を予想させる。

実験１　静電気による力を調べよう
 eq \o\ac(○,3)　実験１の結果を確認させた後，静電気の性質と，静電気による力のはたらき方，および静電気の発生のしくみを説明する。
	

	
	２　静電気で明かりをつけよう
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,4)　静電気が物質にたまった電気であることを知らせた後，静電気でネオン管や蛍光灯を点灯させる実験を演示し，静電気の流れは電流と似ていることを説明する。
	

	２　電流の性質
	１　電流が流れる道すじ
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,5)　回路と電流の向きを説明する。
実験２　回路をつくって調べてみよう
 eq \o\ac(○,6)　実験２からどんなことがわかるか考えさせた後，電気用図記号と回路図について説明する。さらに，豆電球の直列回路と並列回路の違いを考えさせる。
	

	
	２　回路を流れる電流はどこも同じか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,7)　電流の単位を知らせ，電流計の使い方を説明する。
実験３　回路の各点を流れる電流を調べよう
 eq \o\ac(○,8)　実験３の結果からどんなことがわかるか考えさせた後，直列回路と並列回路を流れる電流の規則性を説明する。
	

	
	３　回路に加わる電圧はどこも同じか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,9)　電圧の単位を知らせ，電圧計の使い方を説明する。

実験４　回路の各区間に加わる電圧を調べよう
 eq \o\ac(○,10)　実験４の結果からどんなことがわかるか考えさせた後，直列回路と並列回路の各区間に加わる電圧の規則性を説明する。さらに，回路の電流や電圧を考えさせる。
	

	
	４　電流の強さは何で決まるのか
<４時間>
	
	４
	 eq \o\ac(○,11)　豆電球に加える電圧によって電流が変化することを示した後，抵抗器について知らせ，電源装置の使い方を説明する。
実験５　電圧と電流の関係を調べよう
 eq \o\ac(○,12)　実験５の結果をグラフ化させ，抵抗器を流れる電流は電圧に比例することを見いださせる。
 eq \o\ac(○,13)　オームの法則を説明した後，電流の流れにくさを表す量として電気抵抗を導入し，計算のしかたや単位を説明する。さらに，オームの法則を使った計算を身につけさせる。

 eq \o\ac(○,14)　電気抵抗は物質によって違うことを知らせる。続いて，２個の抵抗器全体の電気抵抗を調べる実験を演示し，抵抗器のつなぎ方で全体の抵抗が変わることを説明する。
	


第２学年(平成２２･２３年度)　１分野上 ３単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考


	３　電流の利用
	１　電流のはたらきを調べてみよう

<４時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,15)　Ｗ数による発熱量の違いを調べる実験を演示し，Ｗ数の大きいほうが熱や光を発生させるはたらきが大きいことを見いださせる。
	

	
	
	追加
	２→３
	「電力量」，「熱量」

 eq \o\ac(○,16)　電流が光・熱・音などを発生させたり，物体を動かしたりするはたらきは電力という量で表されること，電力は電圧と電流との積であることを説明し，電力の単位としてＷ（ワット）を定義する。
 eq \o\ac(○,17)　Ｗ数による発熱の違いを調べる実験をもう一度見直し，電流を流す時間が同じなら，電流のはたらきの総量は電力に比例することを見いださせる。その後，電流のはたらきの総量は電力と時間との積，つまり電力量で決まることを説明し，その単位としてＪ（ジュール）を定義する。
 eq \o\ac(○,18)　電力量の計算に習熟させる。その後，電流による発熱に基づいて熱の量が定義できることを指摘し，熱量は電力量と同じ単位Ｊ（ジュール）で表されることを説明する。
	・教科書１上p.116～117のかわりに，補助教材を使用。

	
	２　磁石のまわりにはたらく力

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,19)　磁石のまわりの磁界の様子を調べる実験を演示し，磁界や磁力線を定義する。
 eq \o\ac(○,20)　まっすぐな導線を流れる電流がつくる磁界の様子を調べる実験を演示し，電流がつくる磁界について説明する。
 eq \o\ac(○,21)　コイルを流れる電流がつくる磁界の向き・強さなどについて説明する。
	

	
	３　なぜモーターは回るのか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,22)　モーターの構造を示す。

実験６　電流が磁界から受ける力を調べよう
 eq \o\ac(○,23)　実験６の結果をもとに，電流が磁界から受ける力の規則性や，モーターが回るしくみについて説明する。
	

	
	４　発電機のしくみはどうなっているのか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,24)　磁界の中でコイルを動かすとどうなるか予想させる。
実験７　コイルと棒磁石で電流を発生させよう
 eq \o\ac(○,25)　実験７の結果をもとに，電磁誘導や発電機のしくみを説明する。
	

	
	ａ　電池の電流とコンセントの電流

<１時間>
	追加
	０→１
	「直流と交流の違い」

 eq \o\ac(○,26)　オシロスコープの波形の写真を手がかりにして，直流と交流の違いを説明する。その後，発光ダイオードの点灯のしかたにより，直流と交流の違いを確認する。
	・教科書１上p.126に続けて，補助教材を使用。

	Ａ　電流と電子
	ａ　導線のない所でも電流は流れるのか
<１時間>
	追加
	０→１
	「電流が電子の流れであること」

 eq \o\ac(○,27)　誘導コイルで空気中の放電を演示し，電流が空間を流れることを理解させる。続いて，クルックス管の実験を演示し，空間を流れる電流の正体は，－極から飛び出して空間を移動する電子の流れであることを説明する。
	・補助教材を使用。

	
	ｂ　回路を流れる電流の正体は何か
<１時間>
	追加
	０→１
	「電流が電子の流れであること」
 eq \o\ac(○,28)　回路を電流が流れるのは，電子が電源の－極から次々に流れ出て，導線や電気器具を通り，電源の＋極に流れこむ現象であることを説明する。また，導線の中の電子の動きが，電圧を加えている・いないでどう違うかも説明する。
	・補助教材を使用。

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


	１分野下
４単元　化学変化と原子・分子
	〔配当学年〕２年

〔配当時間〕２５時間（ゆとり６時間）

〔配 当 月〕１～３月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	木炭はどこへ
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　物質に含まれる炭素に注目させ，木炭の燃焼，光合成，炭焼きなどの変化で炭素が循環していることに気づかせる。
	

	１　物質が分かれる変化
	１　ケーキがふくらむのはなぜか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,2)　炭酸水素ナトリウムを入れたら生地がふくらむのはなぜか予想させる。

実験１　炭酸水素ナトリウムを加熱すると何ができるか調べよう
 eq \o\ac(○,3)　炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化を説明する。続いて，酸化銀を加熱したときの変化を述べ，化学変化および分解を定義する。
	

	
	２　物質はどこまで分解できるのか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,4)　水は熱しても変化しないが，電気を通すと変化することを説明する。
実験２　水に電気を通すとどんな気体が発生するのか調べよう
 eq \o\ac(○,5)　水に電気を通したときの変化を説明する。さらに，塩化銅水溶液に電気を通したときの変化を説明し，電気分解を定義する。
	

	２　物質の成り立ち
	１　物質をつくっているものは何か

<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,6)　物質は原子でできていることを話した後，原子は約100種類あること，化学変化では種類が変わらないこと，原子の記号で表されることなどを説明する。
	

	
	２　物質はどのようにできているのか

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,7)　酸素や水は，原子が結びついた分子という粒でできていることを説明する。
 eq \o\ac(○,8)　分子はどのように表せばよいか予想させる。

実習１　分子モデルをつくろう
	

	
	３　物質の成り立ちはどのように表すのか

<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,9)　分子をつくる物質の表し方と，分子をつくらない物質の表し方を説明し，化学式を導入する。さらに，単体と化合物を定義する。
	

	
	４　化学式で化学変化を表してみよう

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,10)　化学反応式を導入し，つくり方を説明する。水の電気分解を表す化学反応式を確認する。

 eq \o\ac(○,11)　塩化銅の電気分解について，原子モデルカードを使って考えさせ，化学反応式を完成させる。
	

	３　物質が結びつく変化
	１　物質と酸素は結びつくのか

<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,12)　銅の粉末を加熱したときの質量の変化を調べる実験などを演示し，銅などが酸素と結びついて別の物質に変化したことを説明する。続いて，燃焼を定義する。
	

	
	２　物質は酸素以外の物質と結びつくことがあるのか

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,13)　自然界に存在する硫黄を紹介する。
実験３　鉄と硫黄の混合物を加熱すると別の物質ができるかどうか調べよう
 eq \o\ac(○,14)　鉄と硫黄の反応をまとめた後，銅と硫黄の変化を調べる実験を演示する。そして，化合を定義し，化合物について説明する。
	


第２学年(平成２２･２３年度)　１分野下 ４単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	（６単元）

２ 金属資源と酸素の化学変化
	１　酸化銅から銅をとり出すには

<３時間>
	追加
	０→３
	「酸化と還元」
 eq \o\ac(○,15)　酸化，酸化物を定義し，金属の多くは酸化物として産出することを説明する。その後，銅板をガスバーナーの炎で加熱して，銅が酸化されたりもとにもどったりしていることを説明する。
 eq \o\ac(○,16)　酸化銅を炎の内部に入れると，もとの銅にもどる現象を確認する。
実験３　酸化銅と活性炭を混ぜて加熱したときの化学変化を調べよう
 eq \o\ac(○,17)　実験３で起こった化学変化を原子のモデルで考えさせ，還元を定義する。その後，金属をさびさせない工夫や鉄の製錬について説明する。
	・第３学年１分野６単元から移動。

・教科書１下p.29に続けて，p.90～93を使用。＊１


	（６単元）
１ 化学変化とエネルギー
	１　熱はどんなときに発生するか
<２時間>
	追加
	０→２
	「化学変化と熱」
 eq \o\ac(○,18)　燃焼は熱を発生させる化学変化であることを思い出させる。

実験１　化学変化が起こるとき，熱が発生するか確かめよう
 eq \o\ac(○,19)　化学変化により熱が発生することがあること（発熱反応），また熱を吸収することがあること（吸熱反応）を説明する。
	・第３学年１分野６単元から移動。

・「（６単元）２　金属資源と酸素の化学変化」に続けて，p.82～85を使用。＊２


	４　化学変化の規則性
	１　物質が変化すると質量はどのように変化するのか

<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,20)　開放状態で，沈殿ができる化学変化と気体が発生する化学変化が起こると，質量がどう変化するかを示す。
実験４　気体が発生する化学変化の前後で物質全体の質量はどうなるか調べよう

 eq \o\ac(○,21)　密閉状態では，気体が発生する化学変化でも質量は変化しないことを説明し，密閉容器内で銅と酸素を化合させる実験を演示する。そして，質量保存の法則を説明し，それが成り立つ理由を原子モデルからも理解させる。
	・中和が第１学年から第３学年に移動するのに伴い，教科書の一部を修正ないし削除。＊３

	
	２　化学変化する物質どうしの質量の間に規則性はあるのか

<３時間>
	
	３
	 eq \o\ac(○,22)　金属の加熱回数とできた物質の質量変化を調べる実験を演示し，一定量の金属と化合する酸素の質量には限度があることを説明する。
 eq \o\ac(○,23)　金属の質量が変化すると，それと化合する酸素の質量がどうなるか予想させる。
実験５　金属と酸素が化合するときの金属と酸素の質量の関係を調べよう
 eq \o\ac(○,24)　実験５の各班のデータを集約し，グラフ化させる。そのグラフに基づいて，化合する物質の質量の比は一定であることを説明する。
	

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


＊１　教科書１下p.94「基本のチェック」の全体，p.94「単元のまとめ」の２章「金属資源と酸素の化学変化」，p.95「力だめし」の問題３も使用。

＊２　教科書１下p.83「実験１」の「Ｂ 酸とアルカリの中和」，p.84の本文４～５行目と傍注１は削除。（中和が第１学年から第３学年に移動するのに伴う措置。）
教科書１下p.89「基本のチェック」の１， p.94「単元のまとめ」の１章「化学変化とエネルギー」（「電気を通す水溶液」，「電池（化学電池）」を除く），p.95「力だめし」の問題２も使用。

＊３　教科書１下p.30の本文４～６行目の文章を「うすい硫酸とうすい水酸化バリウム水溶液を混合すると化学変化が起こり，硫酸バリウムと水ができる。このときできた白い沈殿は硫酸バリウム（※２）である。」と置きかえ，傍注１は削除。教科書１下p.38の「科学の広場」も削除。

〔第３学年〕
	１分野下
５単元　運動とエネルギー
	〔配当学年〕３年

〔配当時間〕２８時間（ゆとり６時間）

〔配 当 月〕４～６月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	物体の運動のようすを調べてみよう
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　身のまわりにある物体の運動とその調べ方を説明する。
	

	Ａ　力のつりあいと合成・分解
	ａ　どのようなとき２力はつりあうのか

<２時間>
	追加
	０→２
	「力のつりあい」
 eq \o\ac(○,2)　１年で学習した力の３つのはたらきを思い出させた後，２力がつりあうということの意味を説明する。

実験Ａ　２力がつりあう条件を調べよう
 eq \o\ac(○,3)　実験Ａの結果から２力がつりあう条件を見いださせた後，２力のつりあいの例を示す。さらに，つりあっている２力の一方がわかると他方を知ることができることに気づかせる。
	・教科書１下p.47に続けて，補助教材を使用。

	
	ｂ　力を合成するにはどのようにすればよいのか

<３時間>
	追加
	０→３
	 eq \o\ac(○,4)　一直線上ではたらく２力と同じはたらきをする１力を調べる実験を演示し，合力を定義する。そして，演示実験の結果を活用しつつ，一直線上ではたらく２力の合力の求め方を説明する。
 eq \o\ac(○,5)　角度をもってはたらく２力の合力の大きさは，もとの２力の大きさの和や差にはならないことを指摘する。

実験Ｂ　角度をもってはたらく２力の合力について調べよう

 eq \o\ac(○,6)　実験Ｂの結果から平行四辺形の法則を見いださせる。その後，合力の作図法を説明し，練習させる。
	・補助教材を使用。

	
	ｃ　力を分解するにはどのようにすればよいのか

<２時間>
	追加
	０→２
	 eq \o\ac(○,7)　分力を定義し，分力の作図法を説明する。そして，分解する方向によって分力はいく通りにもなることを指摘した後，作図によって分力を求めさせる。
 eq \o\ac(○,8)　斜面上の物体にはたらく力は，重力を斜面に垂直な方向と平行な方向とに分解して考えるとよいことを説明する。さらに，斜面の傾きが大きくなると，斜面に平行な分力が大きくなることを指摘する。
	・補助教材を使用。

	１　速さと運動の調べ方
	１　物体の速さを調べよう
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,9)　物体の運動の速さを調べるには，時間と移動距離を測定する必要があることを見いださせ，速さの計算式と単位を説明する。
	

	
	２　運動のようすを調べよう
<２時間>

	
	２
	 eq \o\ac(○,10)　記録タイマーの使い方を説明する。

実験１　記録タイマーで台車の運動を調べよう

 eq \o\ac(○,11)　実験１で記録されたテープから，台車の運動の様子や速さを考えさせる。また，ストロボ写真から運動の様子を読みとれるようにする。
	


第３学年(平成２３年度)　１分野下 ５単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	２　力と運動
	１　運動と力とはどんな関係があるか
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,12)　斜面上の台車にはたらく力は斜面の傾きで決まり，傾きが一定なら斜面のどこでも同じであることを説明する。
実験２　斜面を下りる台車の運動を調べよう

 eq \o\ac(○,13)　実験２の結果をグラフ化し，力と運動の関係を説明する。さらに，まさつ力にもふれる。
	

	
	２　力がはたらかないとき，物体はどんな運動をするか　 <１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,14)　ドライアイスの運動のストロボ写真からドライアイスの運動を考えさせた後，等速直線運動について説明し，慣性の法則および慣性を理解させる。
	

	
	３　物体の間で力はどのようにはたらくか

<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,15)　ボートに乗って友だちのボートを押したときの写真やスケートボードの運動の図について考えさせた後，ある物体から他の物体に力を加えると，その物体から逆向きで同じ大きさの力を受けることを説明する。
	

	３　力学的エネルギー
	ａ　理科でいう「仕事」とは何だろうか

<２時間>
	追加
	０→２
	「仕事」
 eq \o\ac(○,16)　理科では，「物体に力を加えて，その力の向きに物体を動かした」とき，その力は「仕事をした」ということを説明する。次に，物体を持ち上げる仕事は持ち上げる力の大きさと持ち上げる距離の２つに関係することを見いださせた後，仕事の量の計算式「仕事の量＝力の大きさ×力の向きに移動した距離」と仕事の量の単位（ジュール）を導入する。そして，重力にさからってする仕事の量の求め方を説明する。

 eq \o\ac(○,17)　水平な床の上でまさつ力に逆らってする仕事の実験を演示し，この場合，仕事の量の計算式が「まさつ力の大きさ×移動した距離」になることを見いださせる。また，押しても物体が動かない場合には，仕事をしたことにならないことも理解させる。
	・教科書１下p.61に続けて，補助教材を使用。

	
	ｂ　道具を使うと，小さな仕事ですむのだろうか

<２時間>
	追加
	０→２
	「仕事の原理」
 eq \o\ac(○,18)　動滑車を使うと小さな仕事ですむか予想させる。

実験Ｃ　動滑車を使ったときの仕事の量を調べよう

動滑車を使っても使わなくても，仕事の量は変わらないことを見いださせる。
 eq \o\ac(○,19)　斜面を使ったときの仕事の実験を演示し，さらに，小学校でのてこの既習事項を思い出させる。そして，斜面やてこを使っても仕事の量は変わらないことを見いださせた後，一般に仕事の原理が成り立つことを説明する。
	・補助教材を使用。

	
	ｃ　仕事の能率を表してみよう
<１時間>
	追加
	０→１
	「仕事率」

 eq \o\ac(○,20)　機械により同じ時間にする仕事の量が違うことを指摘し，仕事の能率の大切さを理解させた後，仕事率の計算式「仕事率＝仕事の量÷仕事にかかった時間」と仕事率の単位（ワット）を導入する。さらに，この単位は電力の単位と同じであること，電力は実は「電気による仕事率」であることを説明する。
	・補助教材を使用。


第３学年(平成２３年度)　１分野下 ５単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	３　力学的エネルギー（続き）
	ｄ　エネルギーとは何だろうか

<２時間>
	追加
	１→１
	「仕事とエネルギー」
 eq \o\ac(○,21)　「他の物体に仕事をする能力」としてエネルギーを定義し，物体がもつエネルギーの大きさは，その物体が他の物体にする仕事の量で測定できることを説明する。

実験３　位置エネルギーの大きさが何に関係するか調べよう

測定結果をグラフ化させる。
	・教科書１下p.62のかわりに，補助教材を使用。その後，教科書１下p.63～64を使用。

	
	
	
	１
	 eq \o\ac(○,22)　前時のグラフから，位置エネルギーの大きさが物体の高さが高いほど，また質量が大きいほど大きいことを見いださせる。さらに，運動エネルギーの大きさを調べる実験を演示し，運動エネルギーの大きさは物体の速さが大きいほど，また質量が大きいほど大きいことを見いださせる。
	

	
	２　位置エネルギーと運動エネルギーはどう移り変わるか

<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,23)　位置エネルギーと運動エネルギーの移り変わりを調べる実験を演示し，まさつ力や空気の抵抗がなければ，位置エネルギーと運動エネルギーは互いに移り変わり，その和は一定に保たれること（力学的エネルギー保存の法則）を説明する。
	


	４　いろいろなエネルギーとその移り変わり
	１　いろいろなエネルギー
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,24)　熱を利用して物体を動かす実験と光がエネルギーであることを調べる実験を演示した後，いろいろな種類のエネルギーがあることを説明する。
	

	
	２　エネルギーの移り変わり
<３時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,25)　発電機ではどのようなエネルギーの変換が行われているか考えさせる。

実験４　エネルギーの変換を体験しよう

 eq \o\ac(○,26)　いろいろなエネルギーは互いに変換できることに気づかせ，その際，エネルギーが移り変わっても，その総量はいつも一定に保たれること（エネルギー保存の法則）を説明する。
	

	
	
	追加
	０→１
	「エネルギーの変換効率」，「熱の伝わり方」
 eq \o\ac(○,27)　エネルギーを変換して利用するとき，もとのエネルギーのすべてを目的のエネルギーに変換できるわけではないことを説明し，変換効率の高い器具を選ぶ必要性を指摘する。続いて，熱の３とおりの伝わり方（熱伝導，対流，熱放射）を１つずつ説明する。
	・教科書１下p.74に続けて，補助教材を使用。

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


	１分野下
６単元　化学変化とその利用＊１
	〔配当学年〕

〔配当時間〕

〔配 当 月〕


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	花火の打ち上げと化学変化
<単元扉と合わせて１時間>
	省略
	１→０
	●　打ち上げ花火のエネルギーは，化学変化によって，化学エネルギーから得られたことを説明する。
	

	１　化学変化とエネルギー
	１　熱はどんなときに発生するか
<２時間>
	省略
	２→０
	●　燃焼は熱を発生させる化学変化であることを思い出させる。

実験１　化学変化が起こるとき，熱が発生するか確かめよう

●　化学変化により熱が発生することがあること（発熱反応），また熱が吸収されることがあること（吸熱反応）を説明する。
	

	
	２　電池のしくみはどのようになっているのか

	省略
	２→０
	●　電池の内部で化学変化が起こっていることを説明する。

実験２　化学変化を利用して電気エネルギーをとり出してみよう

●　２種類の金属と，電気を通す水溶液を用いると，電気エネルギーがとり出せることを説明する。最後に，燃料電池にも言及する。
	

	２　金属資源と酸素の化学変化
	１　酸化銅から銅をとり出すには

<３時間>
	省略
	３→０
	●　酸化，酸化物を定義し，金属の多くは酸化物として産出することを説明する。その後，銅板をガスバーナーの炎で加熱して，銅が酸化されたりもとの銅にもどったりしていることを説明する。

●　酸化銅を炎の内部に入れると，もとの銅にもどる現象を再確認する。
実験３　酸化銅と活性炭を混ぜて加熱したときの化学変化を調べよう

●　実験３で起こった化学変化を原子のモデルで考えさせ，還元を定義する。その後，金属をさびさせない工夫や鉄の製錬について説明する。
	

	力だめし　　<１時間>
	省略
	１→０
	
	


＊１　この単元全体（教科書１下p.79～96）を新６単元「化学変化とイオン」（補助教材３年p.22～50）で置き換える。
	補助教材３年
新６単元　化学変化とイオン＊１
	〔配当学年〕３年

〔配当時間〕２２時間（ゆとり６時間）

〔配 当 月〕６～９月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	化学変化によって生じる電流
<１時間>
	追加
	０→１
	 eq \o\ac(○,1)　果物のしぼり汁・亜鉛・銅の組み合わせで電池になることを演示する。さらに，果物のしぼり汁を砂糖水に変えたり，銅を亜鉛に変えたりすると，電池にならないことを演示し，生徒の興味・関心をふくらませる。
	・教科書１下p.79～96のかわりに，補助教材を使用。

	Ａ　水溶液とイオン
	ａ　水溶液は電流を通すか

<２時間>
	追加
	０→２
	「水溶液の電気伝導性」
 eq \o\ac(○,2)　固体の塩化ナトリウムは電流を通さないことを示した後，塩化ナトリウム水溶液は電流を通すか予想させる。

実験Ａ　どのような水溶液が電流を通すか調べよう
 eq \o\ac(○,3)　実験Ａの結果を整理させ，水溶液には電流を通すものと通さないものがあることを見いださせる。その後，電解質・非電解質を定義する。
	・補助教材を使用。

	
	ｂ　電解質の水溶液が電流を通すのはなぜか

<２時間>
	追加
	０→２
	「原子の成り立ちとイオン」
 eq \o\ac(○,4)　電解質の水溶液が電流を通すのはなぜだろうと課題を提起する。

実験Ｂ　塩酸に電流を通したとき，電極付近で何が起こるか調べよう
陽極から塩素が，陰極から水素が発生することを見いださせる。

 eq \o\ac(○,5)　塩化銅水溶液の電気泳動の実験を演示し，＋の電気を帯びた銅原子が陰極のほうに引かれて移動することを説明する。続いて，イオンを「電気を帯びた原子」として導入し，電解質の水溶液が電流を通すのは中にイオンがあるからであることを指摘する。
	・補助教材を使用。

	
	ｃ　イオンはどのようにしてできるのか

<３時間>
	追加
	０→３
	「原子の成り立ちとイオン」
 eq \o\ac(○,6)　原子が電気を帯びるのはどうしてだろうと課題を提起する。そして，原子のモデル図を用いて，原子が原子核と電子からできていること，原子核は陽子と中性子でできていること，原子核は＋の電気を帯び，電子は－の電気をもっていること，＋の電気の総量と－の電気の総量が等しいので，原子は全体として電気的に中性であることなどを説明する。
 eq \o\ac(○,7)　原子が電子をいくつか失うと，全体として＋の電気を帯びて陽イオンになること，原子が電子をいくつか受けとると，全体として－の電気を帯びて陰イオンになることを説明する。その後，おもなイオンとそのイオン式を紹介する。

 eq \o\ac(○,8)　塩化水素や塩化ナトリウムが水にとけるとイオンに分かれることを説明し，電離という用語を導入する。そして，電解質は電離し，非電解質は電離しないことを指摘する。
	・補助教材を使用。


第３学年(平成２３年度)　１分野 新６単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	Ａ　水溶液とイオン（続き）
	ｄ　電池のしくみはどのようになっているのか

<３時間>
	追加
	０→３
	「電池の電極で起こる反応」
 eq \o\ac(○,9)　電池はどんなしくみになっているだろうと課題を提起する。
実験Ｃ　化学変化で電気エネルギーがとり出せるか調べよう

 eq \o\ac(○,10)　実験Ｃの装置で電気エネルギーがとり出せることを確認し，電極で化学変化が起こっていることを説明した後，電池を定義する。次に，電池の電極で起こる化学変化をイオンのモデルで説明する。すなわち，２種類の金属板のうち，一方の金属原子が陽イオンになって水溶液にとけ出すとき，電子を金属板に残すこと，その電子が外部回路を通って他方の金属板に移動して電流を生じ，その際に電気エネルギーがとり出されること，他方の金属板に移動した電子は水溶液中の陽イオンにわたされ，陽イオンが原子になることを理解させる。

 eq \o\ac(○,11)　電池は，電解質の水溶液と２種類の金属を組み合わせれば，いろいろなものができることを指摘し，身近な電池を紹介する。また，燃料電池にも言及する。さらに，身近な材料を用いて，電池をつくらせる。
	・補助教材を使用。

	Ｂ　酸・アルカリとイオン
	ａ　酸性やアルカリ性の水溶液を調べよう

<２時間>
	追加
	０→２
	「酸・アルカリ」
 eq \o\ac(○,12)　酸性の水溶液は青色リトマス紙を赤色に変え，アルカリ性の水溶液は赤色リトマス紙を青色に変えること（小学校で既習）を思い出させる。
実験Ｄ　酸性またはアルカリ性の水溶液に共通する性質を調べよう

 eq \o\ac(○,13)　実験Ｄの結果により，酸性の水溶液，アルカリ性の水溶液それぞれに共通の性質があることを確認する。次に，うすい塩酸や硫酸は亜鉛と激しく反応するが，うすい酢酸はおだやかに反応することを示し，同じ酸性でも強さに違いがあることを見いださせた後，pＨについて説明する。
	・補助教材を使用。

	
	ｂ　酸性の水溶液やアルカリ性の水溶液はなぜそれぞれ共通した性質を示すのか

<３時間>
	追加
	０→３
	「酸・アルカリ」
 eq \o\ac(○,14)　酸性の水溶液，アルカリ性の水溶液それぞれに共通の性質は何が原因で生じるのだろうと課題を提起する。
実験Ｅ　指示薬の色を変えるものはどのようなイオンか調べよう

 eq \o\ac(○,15)　実験ＥでpＨ試験紙の色を赤色に変えるものは陰極に向かって移動したことから，＋の電気を帯びていることを見いださせる。そして，塩酸中の陽イオンはＨ＋だけであることから，これが酸性の原因であることを導いた後，酸を定義する。最後に，塩酸，硫酸など代表的な酸の電離を確認する。

 eq \o\ac(○,16)　実験ＥでpＨ試験紙の色を青色に変えるものは陽極に向かって移動したことから，－の電気を帯びていることを見いださせる。そして，水酸化ナトリウム水溶液中の陰イオンはＯＨ－だけであることから，これがアルカリ性の原因であることを導いた後，アルカリを定義する。最後に，水酸化ナトリウム，水酸化バリウムなど代表的なアルカリの電離を確認する。
	・補助教材を使用。


第３学年(平成２３年度)　１分野 新６単元の続き

	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	Ｂ　酸・アルカリとイオン（続き）
	ｃ　酸とアルカリを混ぜるとどのようになるのか

<５時間>
	追加
	０→５
	「中和と塩」
 eq \o\ac(○,17)　ＢＴＢ溶液を加えたうすい塩酸にマグネシウムリボンを入れたものに，うすい水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えていくと，水溶液の色や水素の発生の様子が変わっていくことを示す。そして，酸の水溶液とアルカリの水溶液を混ぜるとどのような変化が起こるだろうと課題を提起し，水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると何ができるか予想させる。
 eq \o\ac(○,18)　こまごめピペットの使い方を説明する。

実験Ｆ　アルカリの水溶液に酸の水溶液を混ぜ，何ができるかを調べよう

観察した結晶の形やフェノールフタレイン溶液の色の変化から，水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えると，アルカリの性質が打ち消されるとともに，塩化ナトリウムができることを見いださせる。
 eq \o\ac(○,19)　塩を定義し，塩には，塩化ナトリウムのように水にとけやすいものと，硫酸バリウムのように水にとけにくいものがあることを説明する。さらに，水素イオンと水酸化物イオンから水が生じる反応として中和を定義し，中和により酸とアルカリがたがいの性質を打ち消し合うことを指摘する。最後に，酸とアルカリが反応すると塩と水ができることを述べてまとめとする。
 eq \o\ac(○,20)　水酸化ナトリウム水溶液に，同じ温度の塩酸を加えると，水溶液の温度が上がることを示し，中和は発熱反応であることを説明する。次に，水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていくと，水溶液がアルカリ性→中性→酸性と変化することを示し，中性になるまでは中和が起こって塩と水ができること，それ以後は反応が起こらないことを説明する。

 eq \o\ac(○,21)　水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を加えていったときの変化を，イオンの概念を用いて考察させる。すなわち，はじめはＯＨ－が残っていて水溶液はアルカリ性であること，塩酸を加えるにつれてＯＨ－が減っていき，ついにＯＨ－もＨ＋もない中性になること，さらに塩酸を加えるとＨ＋がふえていくことを理解させる。最後にまとめとして，中性と中和の違いに注意をうながす。
	・補助教材を使用。

	力だめし＊２　　<１時間>
	追加
	０→１
	
	


＊１　旧６単元「化学変化とその利用」全体（教科書１下p.79～96）をこの新６単元（補助教材３年p.22～50）で置き換える。

＊２　「力だめし」の問題は指導書に生徒配付用資料として掲載。
	１分野下
７単元　科学技術と人間
	〔配当学年〕３年

〔配当時間〕１０時間（ゆとり５時間）

〔配 当 月〕２～３月


	章
	節     <配当時間>
	追加省略
	時数
	１時間あたりの指導内容
	備　考

	マイクロ水力発電
<単元扉と合わせて１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,1)　農業用水路や水道の送水管を流れる水のエネルギーを利用した発電の取り組みが始まっていることを説明する。
	

	１　エネルギー資源
	１　生活を支えるのはどんなエネルギーか
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,2)　人間のエネルギー消費量の歴史をふり返った後，おもなエネルギー資源は化石燃料と原子力であり，いずれも有限であること，多くは電気に変換して利用していることを説明する。さらに，さまざまな発電方法のしくみと問題点を説明する。
	

	
	
	追加
	０→０
	「放射線の性質と利用」
放射線にはアルファ線，ベータ線，ガンマ線，Ｘ線があること，放射線は物質を透過する性質があるので，大量に浴びると危険であることを説明する。また，放射線はがんの治療などに利用されていること，わずかではあるが自然界のあらゆる場所に存在することを指摘する。
	・教科書１下p.101に続けて，補助教材を使用。

	
	２　エネルギー資源の不足を解消するには
<１時間>
	
	１
	 eq \o\ac(○,3)　おもなエネルギー資源は有限なので，資源の有効利用や新しい資源の開発が必要なことを認識させる。そして，太陽光や風力などの自然エネルギーや生物資源を使った発電，さらに，エネルギーを効率よく利用するシステムが開発されつつあることを理解させる。最後に，環境の保全が大切であり，大きな課題であることを説明する。
	

	選択章　科学技術とわたしたちの生活 ＊１
	１　科学技術の進歩による成果
<２時間>
	
	２
	 eq \o\ac(○,4)　微細な部品が開発されつつあることや，これまでにない性質をもつ新素材が開発されつつあることなどを例示し，科学技術の進歩に興味をもたせる。そして，新しい科学技術にはどんなものがあり，どんな所で使われているか説明する。
 eq \o\ac(○,5)　身のまわりにある新素材の種類や性質，はたらきを調べさせ，科学技術の進歩でさまざまな新素材が開発され，生活を豊かにしていることを理解させる。
	

	
	２　科学技術の進歩は地球をどう変えたか
<４時間>
	追加
	２→４
	「自然環境の保全と科学技術の利用」
 eq \o\ac(○,6)　科学技術が使われることによって環境が悪化した事例を挙げさせた後，廃棄物の処理や大気の汚染などの問題が広がったこと，それらの問題への対策が重要であり，少しずつなされつつあることや対策のために科学技術が貢献していることを説明する。

 eq \o\ac(○,7)　班に分かれて，具体的な環境問題とその対策を研究することを述べ，研究の進め方とレポートのかき方を説明する。そして，班ごとに研究テーマを設定させ，調査方法を決めさせた後，研究を開始させる。

 eq \o\ac(○,8)　研究を継続・完了させた後，結果を整理し，考えをまとめさせて，レポートを作成させる。

 eq \o\ac(○,9)　各班のレポートを発表させ，話し合わせる。そして，これからの科学技術は地球環境を保護するものでなければならないことを述べて結びとする。
	・教科書１下p.108～109を使用後，p.110～111のかわりに補助教材を使用。その後，p.112を使用。

	力だめし　　<１時間>
	
	１
	
	


＊１　この章は選択から必修に変更。
■第１分野　　単元別指導計画(案)





平成２１年度





平成２２年度





平成２３年度





共 通





◇ 適用年度 ◇





◇ 適用年度 ◇





◇ 適用年度 ◇





共 通





平成２３年度





平成２２年度





平成２１年度





平成２１年度





平成２２年度





平成２３年度











